
令和６年度 第２回北海道 Society5.0 推進会議 

「データ利活用ワーキンググループ」開催概要 

 

１ 日  時 

  令和６年 10 月 22 日（火）10:00～12:00 

２ 実施場所 

  HOTnet 共創空間 Akallabo 

３ 出 席 者 

  別添「出席者名簿」のとおり 

４ 議  題 

  別添「次第」のとおり 

５ 議  事 

 (1) 議事１ 本日の会議について 

・事務局（北海道）から説明（資料１） 

 (2) 議事２ 令和６年度第１回ＷＧのまとめとその後の動き 

・事務局（北海道）から説明（資料２） 

(3) 議事３ データ連携基盤に関する調査結果報告 

・事務局（北海道）から説明（資料３） 

(4) 議事４ 事例発表 

・日本電気株式会社スマートシティ統括部 第一事業共創グループ  

シニアプロフェッショナル 村田 仁 氏から説明（資料４－１） 

・ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社スマートワールドビジネス部スマートシティ推進室 

主査 床並 展和 氏から説明（資料４－２） 

(5) 議事５ 北海道データ連携基盤共同利用ビジョン（素案） 

・事務局（北海道）から説明（資料５） 

(6) 議事６ 意見交換 

○共同利用ビジョン（データ連携基盤の共同利用） 

・共同利用を役場同士で一緒に協議することで、お互いのノウハウだとか、足りないリソースを

埋め合っているイメージをお伺いして、共同利用は自分達に今いない人材を育てていくチャンス

だと市町村に理解していただくこともビジョンの中に組み込んでいく必要がある。単純に基盤を

相乗れば得しますという短期的な話じゃなくて、役場の中に人材を育てていくという視点の中で

何をやるべきかを考えて、共同利用に向かってほしい。 

 

・ビジョンのエクセルの早見表ですけど、子育てについてのサービスを、うちの役場はまずはや

りたいんだと言ったときに、サービスがまずあって、その基盤はここにあるというような索引の

仕方。早見表があった方が、サービスありきでものと考える素地になる。サービスからスタート

するのはすごく大事な視点かと思います。 

 

・アンケート、九割以上の自治体が導入を検討しない、かつ、そのうち２割は必要性すら感じて

いないことを考えると、ある程度イニシアチブを持ったビジョンの書きぶりにしないと、リソー



スが足りないので検討できていませんというのが続いてしまうのかなと思います。ビジョンには

何か動機づけを促す、動機を強化していくような表現になるといいのかなと思いました。 

 

・サービスを前に持って行った方が良いというのは大賛成ですけれども、別の自治体が提供して

いるサービスとその効用、何に対して効果があるのか。例えば予算が減るとか何かが良くなった

という、エビデンスじゃなくてもいいんですけど、定量的な数値があると、すごくやりやすいと

思う。 

 

○自治体職員の人材育成 

・データ連携基盤、一般的にはなかなか理解が難しい。サービスだけを見ると、データ連携基盤

って必要なかったりするんです。道庁で可能であればやっていただきたいのは、各市町村、市役

所でもそうですが、基盤を使うと何ができるのかとか、基盤それぞれの特徴っていうのは全然理

解できていない。自治体同士が集まった課題を解決していく場を作って、人材を育成していく。

単にデータ連携基盤を共同利用しましょうって言っても進んでいかないと思っています。このビ

ジョンに入れられるのか、来年度のビジョンなのかわかんないですけど、入れられるといいのか

なと思っております。 

 

○データ連携の検討に際して 

・デジ田でやりたいことと、データ連携基盤でデータ共有に向いていることっていうのは必ずし

も一致しないので、その辺は注意した方が良いと思っていまして、例えばヘルスケアのデータ、

データ自体は価値があるものですけれども、他の自治体と連携して何か価値が生み出せるかとい

うと、無理やり使っても役に立たないということもあると思うので、あるデータは活用しつつ、

やりたいことをきちんとそれに引っ張られすぎずに議論することが大事かなと思いました。 

 

 


